
１.テーマ設定及び牛深高校とのオンライン探究について
　私達は、４月にSDGｓ講話を受講して、地域に関わりながらも環境に配
慮した活動をしたいと考えたメンバー６人で集まり、活動をスタートさせ
た。
　テーマ決めの際、当初の案としては「使わない竹を利用するのはどう
か」とアイデアが出た。だが、もっと小国町の魅力を発信することができ、
かつ環境的にも配慮することのできるものはないかと考え、小国杉の端
材に着目し、「小国杉の端材の活用」タイトルと決定して行動を始めた。
端材を利用しベンチを作成するなど方向性が徐々に定まってきた中、担
当の先生から「牛深高校生とオンラインで話をしてみないか」と持ちかけ
られ、７月から牛深高校とのオンライン探究もあわせてスタートした。
　オンライン探究(１回目)では顔合わせと互いの探究テーマの紹介を
行った。そこで牛深高校からイルミネーションの提案があった。この時点
では、本校と牛深高校とでどのようなコラボができるかなどは明確ではな
かった。だが、話してみて、こちらからも何かを作ろうと前向きな意見が
出てきたため、夏休みにフィールドワークを行い情報を集めつつ、アイデ
アを練ることにした。

小国杉の端材の有効活用

（小国杉と端材に関するQ＆A）
Q1．端材をどのように活用していますか？　　　
A1．杉の葉からオイルを抽出し､アロマや
　　クラフトビールに使っている。カンナ
　　屑を圧縮してペレットにし燃料として
　　活用している。
Q2．ブランド力を高めるための工夫は？　　　　
A2．小国の地熱を利用した木材乾燥。
　　商品の品質にこだわっている。
　　環境に配慮している。
Q3．小国杉の特徴は？
A3．比重が0.38と軽く扱いやすいので
　　建築資材に1番適している。
　　(クヌギ0.82、ヒノキ0.44)
　　気温が低いため、年輪の目が細かく、
　　しっかりしている。

５.ちくわ灯篭の製作について

６今後の展望②　フィールドワークを通して
フィールドワークを通して小国郷の魅力でもある小国杉の特徴や魅力について多くのこと
を知ることができた。小国杉をより効果的に使うために多くの人が様々な工夫をこらして
いることがわかった。私達からももっと画期的で多くの人に大きな印象を与えられるような
な木材の使い方を考えて提供できるようになりたいとそれぞれが感じた
今後の展望６　どんな視点で活動していくか？
作業を通じて、非日常感や自由で夢中になる思い、モノができたことへの達成感などを感
じることができた。
そのためこういった感情を多くの人に伝えるためにはどうすればいいのかという視点をあ
わせて活動したい。
こういった感情は活動をするうえで最も大切なものだと思う。今よりももっとこういった感情
を得られるように行動を広げて、多くの人に役に立てるような行動を行いたい

これからの行動
新たなアイデアを持って河津さんに再度インタビューすることなど。自分たちからアクショ
ンを起こし唯一無二の体験型のイベントを設けるなど様々な行動を増やして小国郷の魅
力を伝えるような活動を行いたい。
例えば鉋屑を使ってキャンプ用の着火剤を作ってそれを売り出すといった案など
・SDGｓの考えを大切に環境に優しい活動をするとともに地域と協力し合いながら地域共
生社会を築いていく礎になれるように活動していきたい。そのためにももっと地域の方や
地域の企業と連携を取りながら行動するようにしたい。
・特別な思いを多くの人たちに感じてもらえるように様々なことに積極的に挑戦していき、
また自分たちの考えや感じ方を深めていきたいと思う。

７.探究を通してお世話になった方々
河津製材所　河津様、牛深高校三年生、高校教育課　佃様、松田様

①アイデア立案 ②機器指導
③インパクトでの　
模様彫り

④補修及び
フィルムつけ⑤ヤスリでの研磨⑥ニス塗り

大森絢鷹作

『洞窟灯篭』

時松蓮作

『ニコニコ

灯篭』

樋口大悟作

『水玉模様』

北里羽寅治作

『月と縦線』

田代桧悠作

『ロケット』

長谷部純孝作

『ハート』

＜試作時の写真＞ 制作時間：４〜６時間

制作費用：６個で５００円程度

４回目の１月のオンライン探究ではKSH（熊本スーパーハイスクール）を通しての意見交流を行った。互いの反省点や良
かった点などを話し合いこれからの活動に活かせるような話し合いを行った。また牛深高校の先輩方から多くのアドバイス
を頂いた。アドバイスを参考にもっと質の高い取り組みを行いたいと感じた
反省点
牛深高校と協力することで牛深という地域でしか得られない物に関する刺激を受けた
自分たちが考えていないことを知れた。柔軟に取り組んでいた。
もっとこうすればよかったという視点も得られ、学びを通じて自信を得られた
今まで発表に苦手意識を持っていて前に出ようとしなかった生徒も自分なりの言葉で人前で話そうとするようになっていた
もっと計画性を持って行動するべきだと思った。時間に余裕を持った方が良い
アドバイス
KSHの発表の場で終局率を高めるために自らビラ配りをするなど積極的に、自主的に行動する必要性がある
スライドに動画をもっと入れたらもっとわかりやすくなるのではないか
もっと地域の方や地域の企業と連携してつながりを深めることが大切

小国高校

２.探究の流れ
4,5月 有識者講話（SDGs含む）
   6月 テーマ決め
   7月 オンライン探究①　　　
   8月 フィールドワーク
　　  オンライン探究②
   9月 中間報告

３．フィールドワーク（河津製材所）

（SDGs講話）

10月～制作活動
11月 オンライン探究③　　  
12月 CORE中間報告会､KSH発表会
  1月 オンライン探究④
  2月 校内尚志発表会
  3月 CORE最終発表会

（オンライン探究）

（製品になるもの、端材になるもの）

４．オンライン探究（２回目）
・成果報告及び端材の情報提供を行った。

・端材を使った灯篭でのコラボ案を提示し、快諾していただいた。

６.ちくわ灯篭の製作後の活動
（活動①：オンライン探究（３回目））
　・互いの成果物報告
　　⇒灯篭を牛深へ

（活動②：ＫＳＨ発表）
　・貴重な発表機会で、
　　多くの学びを得ら
　　れた。

（活動③：オンライン探究（４回目））
　・ＫＳＨ発表会を通しての意見交流
　・牛深高校生から本校生に向けての
　　アドバイスを頂いた。
　　⇒イルミネーションイベントには、
　　約３万人の来場者があったとの
　　こと。

（活動④：ベンチ制作）
工夫点：河津様からの設計図をもとに､耐久性､利便性を重視した。

８．探究を通してお世話になった方々
河津製材所河津様、牛深高校三年生、高校教育課佃様、松田様

７．今後の展望
現在、次の２案を今後の活動として構想に掲げている。
　①制作活動の経験を生かし、唯一無二の体験型のイベントを
　　企画する。
　②鉋屑を使ってキャンプ用の着火剤を作ってそれを売り出す｡
地域の方や地域の企業と連携を取りながら、環境に優しい、地域共生社
会を築いていく礎になれるような、そして小国郷の魅力を伝えられるよう
な活動を今後も行っていきたい。
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